



渡造ふみ子 杉田明子 初鹿真由美 ＊中川定明
（昭和63年8月23日受理）
An Investigative Report on Student Nurses'Idea about Life (Part 1) 
- Way of Thinking about Life on their Admission-
Fumiko WATANABE, Akiko SUGITA, 
Mayumi HATSUSHIKA and * Sadaaki NAKAGAWA 
Department of Nursing, Department of Applied Medical Engineering* 
Kawasaki Colege of Alied Professions 
Kurashiki, Okaya叩 701-01Japan 




















































































三課 短期大学 59 52 111 
年 程
3N 専門学校 50 49 99 
二課 短期大学 54 52 106 
年程
2N 専攻科 41 38 79 


























































いで「免許 ・就職 ・給料一 (26%-29%）」の順
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1 ~ 6 7-12 1 ~ 6 7-12 1 ~ 4 
脳死と殿器移植に
関するもの


















図2 「生と死」や 「生きていることの意味」 ていることと通じ，高い関心
について考えたことの有無 を示していることがうががえ
る。ただ，あまり関心がないと回答したものが，






















































































































A:意識がなく呼んでも反応しないが回復するかもしれ ない B ：意識がなく 回復の見込みがない
c:意識がなく回復の見込みもなく人工呼吸器等器具の助けが必要 D ：わからない E:その他
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a.生命がある限り延命医療をする b :人工呼吸器等使用しないで自然にまかせる




























































注 ：設問は，前者が 「家族が胃癌とわか ったとき」後







い」が多か った。 日本では，自分が癌だと分 っ
看護学生の生命観に関する調査報告 47 
表 3 病名告知
会員 20 ・ 40 ・ 60 ・ 
70 ・ 短大生
全体 30代 50代 80代
告知してほ
65.1 74.4 81.3 77.4 67 2 
しい
告知してほ
16 3 8.6 4. 7 5. 7 14.4 
しくない
わからない
18.6 17 0 14.1 17 0 18 4 
その他
谷窟代子：生と終末期の意識ー「生と死を考える会」の
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